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2.1.1 第 1 章において、心配に関するメタ認知と睡眠に関するメタ認知の違いを明確に
しながら定義すること。 
2.1.2 第 6 章の考察において、認知的覚醒のうち眠れないことに関する内容が低減して
いたことから媒介効果もあったこと、その媒介効果がどういった要因によって生
じたかについて記述すること。 
2.1.3 第 6 章において、待機期や実験期が 1 つの時期に偏っていないことは、実験手続
きによる影響を強調できると考えられることについて記述すること。 
2.1.4 第 6 章や第 7 章において、自由連想タスクの作用機序や独自性について記述する
こと。 
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大学生の年間行事とは関わりなしに現れる可能性を論じ、第6章に加筆修正した。 
2.2.4 自由連想タスクの作用機序やその独自性について、メタ認知療法の理論的な観点、
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